
資料７ 

○地域協働推進事業について 

 

１．位置づけ・事業活用の目的 

  本町では、地域公共交通総合連携計画に基づき、公共交通の利便性向上のための様々

な取り組みを行ってきた結果、各各バス路線とも、利用者が増加する傾向にある。 

しかし、町民アンケートの結果を見ると、公共交通の利便性について広く浸透して

いるといえず、利用者増を図るためには、公共交通サービスに関する情報提供をより

いっそう充実させる必要がある。本事業において、町民やバス利用者の意見を積極的

に取り入れ、協働の視点から、より利用者目線に立った方法を確立する。 

 

２．国の補助制度の活用 

  事業実施に関する事項を記載した「地域協働推進事業計画」を策定し、国から認定

を受けた上で、該当する利用促進に係る取組の経費について、最大２年間、最大１／

２の補助を受けられる。なお、本事業を実施することにより、確保維持事業における

地域幹線系統の補助について、特例措置が講じられる。 

 

３．事業内容 

  バス利用者に対するアンケートや、町広報やホームページ等を通じた意見募集を行

い、以下の事業を行う。 

 ①公共交通マップの更新 

 ②WEBコンテンツの更新 

 ③町内公共交通ネットワークの「見える化」 

 

４．予 算 

 印刷製本費 １７８千円  ＷＥＢ作成費  ３２９千円 

 

５．実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

① 
情報提供のあり方について

の検討 

 
  

 
  

 
  

② 
公共交通マップの作成 

 
  

 
  

 
  

 

③ 
WEBコンテンツの作成・更新 

 
 

 
  

 
  

 
 

④ 
町内公共交通ネットワーク

の「見える化」 
    

 
  

 
 


